
〈事業報告〉 

Ｉ 事業状況 

１．日独学術文化に関する研究並びにその助成（定款第4条第1項第1号） 

〈第33回公開シンポジウム〉 

（1）開催日と場所： 

令和8年1月12日（月・祝）13時30分から16時30分 

ゲーテ・インスティトゥート・ヴィラ鴨川 大ホール 

（2）参加者：79名 

（3）テーマ：連続テーマ「世界」の 3 回目として 

「リアリティとヴァーチャリティ ― 現代世界を考える」 

（4）基調講演：  

越前功（国立情報学研究所教授） 「フェイクニュースの世界 ～創るAI vs 守るAI～」 

林喜右衛門（観世流能楽師）    「能楽作品と謡い方の変化」 

（5）討論：  

コメンテーター 山極壽一（総合地球環境学研究所所長、本研究所名誉顧問） 

日独文化研究所理事・監事・評議員 

 

２．日独学術文化に関する図書雑誌の編集及び出版刊行（定款第4条第1項第2号） 

〈ワークショッププロシーディング集『仏教の〈悲心〉と現代世界』〉 

（1）内容：令和7年7月31日（木）から8月2日（土）に京都市右京区京北「ペンション愛宕道」で

開催された、日独国際ワークショップ「仏教の〈悲心〉と現代世界」（主催：公益財団法人

日独文化研究所）のプロシーディング集 

（2）編集・発行  ：公益財団法人日独文化研究所 

（3）刊行助成   ：公益財団法人仏教伝道協会、西田哲学会上田閑照基金 

（4）刊行年月、制作：令和7年10月、株式会社北斗プリント社 

［目次」 

開催趣意と提題  大橋良介 

Konzeption des Workshops und eine These  Ryōsuke Ōhashi 

Overcoming The Present-centered View Of Time From Within  

From Shuzo Kuki’s Theory of Time To New Presentism 

  

Hiroshi Abe 

Die 17 Nachhaltigkeitsziele in der Buddhistischen Compassion  Dina Barbian 

Keiji Nishitanis Interpretation von Zen-Gedichten  Katsuya Akitomi 

上田閑照（虚語）と西行（宗教心）、そして親鸞（自然） 

——「しからしむ言葉（悲心）」における「詩と信す心」 

  

岡田勝明 

Inwiefern ist Mono no Aware ein religiöses Gefühl?  Anna Zschauer 

Die Aufgabe der Compassion im Kontext. Einblicke aus Rumänien  Eveline Cioflec 

Von der Interkulturalität zur Natur  

– eine Phänomenologie der Elemente 

 Niels 

Weidtmann 



〈宗教と女性（性）〉をどう問うか  

——一燈園創始者・西田天香の書簡から見えてくるもの 

  

末村正代 

大地・資源・エネルギー、いのち  水野友晴 

「森」の思想と「受苦者」の連帯 

——後期E・ユンガーにおける「非心」の精神 

  

川野正嗣 

西田幾多郎における自然と慈悲 ——反自然の場所をもとめて  竹内彩也花 

近世ヨーロッパ精神と、「自然」概念の問題 

——西谷啓治『世界観と国家観』、『根源的主体性の哲学』より 

  

加藤千佳 

「菩薩道」的実践としての哲学  

——西谷啓治『宗教とは何か』の思索 

  

樽田勇樹 

 

〈年報の刊行 令和7年度年報『文明と哲学』第18号〉 

（1）内容：  

[特集] 生命のゆくえ  

鼎談 生命のゆくえ——AI・医療・障害       黒田知宏＋林英哉＋安部浩 

【論考Ⅰ】  

ツァラトゥストラは子どもを作る気があるのか？ 森一郎 

グライダーに乗って貨幣まで 

——人工生命・デザイン的スタンス・社会存在論 

 

植原亮 

ハイデッガーと量子AI ―〈ゲ・シュテル〉の消失点へ／から― 大橋良介 

「世界‐内‐存在」の射程 ―  西谷啓治における一改釈 秋富克哉 

「生きるに値しない命」とされた人々 

——『夜と霧の隅で』と『月』における障害と優生思想 

 

林英哉 

【論考Ⅱ】  

仏教のコンパシオーンとSDGsの十七の目標 Dina Barbian 

奇跡の起こらない奇跡 ― アインシュタインと、将来の宗教 関口浩 

ボンヘッファーにおける責任論と抵抗の思想 加藤希理子 

理想的な法のあり方と 

危険運転による致死傷罪にかかる法の現状の一考察 

 

坂本学史 

「森」の思想と「受苦者」の連帯 

——後期E・ユンガーにおける「悲心（Compassion）」の精神 

 

川野正嗣 

[公開シンポジウム「世界」]  

アバターと人間の進化 石黒浩 

フューチャー・デザイン ― 未来から現在を問い直す思考革命 西條辰義 

（2）編集代表    ：安部浩理事 

（3）刊行年月、出版社：令和8年3月、株式会社アトリエ花粉館 

 

 



３．日独学術文化に関する講習会、講演会及び談話会等の開催（定款第4条第1項第3号） 

〈哲学講座「初夏講座」〉 

（1）開催日と場所：いずれもオンライン配信にて開催  

第1講 令和7年6月12日（木）、 第2講 令和7年6月19日（木） 

第3講 令和7年6月26日（木）、 第4講 令和7年7月 3日（木） 

第5講 令和7年7月17日（木）、 第6講 令和7年7月24日（木） 

（2）受講者：25名 

（3）講師 ：林英哉（関西大学文学部准教授） 

（4）テーマ：「ヘルダーリンと哲学 ― 詩作と思索の交差 ―」 

 

〈哲学講座「中秋講座」〉 

（1）開催日と場所：いずれもオンライン配信にて開催 

第1講 令和7年10月10日（金）、 第2講 令和7年10月17日（金） 

第3講 令和7年10月22日（水）、 第4講 令和7年10月29日（水） 

第5講 令和7年11月 6日（木）、 第6講 令和7年11月13日（木） 

（2）受講者：55名 

（3）講師 ：斎藤慶典（慶應義塾大学名誉教授） 

（4）テーマ：「空海・井筒・ドゥルーズ ― 生成と変身のエチカ ―」 

 

〈哲学講座「初春講座」〉 

（1）開催日と場所：いずれもオンライン配信にて開催 

第1講 令和8年1月29日（木）、 第2講 令和8年2月 5日（木） 

第3講 令和8年2月12日（木）、 第4講 令和8年2月19日（木） 

第5講 令和8年2月26日（木）、 第6講 令和8年3月 5日（木） 

（2）受講者：13名 

（3）講師 ：水野友晴（関西大学文学部総合人文学科教授）、中塚晶博（岐阜聖徳学園大学看護

学部教授）、安部彰（三重県立看護大学看護学部教員）、日比野由利（金沢大学融

合研究域融合科学系准教授）、平出喜代恵（関西大学文学部総合人文学科准教授） 

（4）テーマ：「これからの暮らしと家族、倫理」 

 

４．日独学術文化に関する図書及び資料の収集並びに公開（定款第4条第1項第4号） 

〈所報の発行〉 

（1）刊行年月：令和7年10月（第14号） 

（2）内容：本法人の活動内容や事業報告を、一般の人々にもわかりやすいようにとりまとめ、賛

助会員をはじめ、事業参加者などに配布。また、令和8年4月以降、本法人ホームペー

ジでも公開。 

 

 



〈地下書庫の整理〉 

内容：地下書庫の蔵書を整理し、日独学術文化に関する図書及び資料の収集並びに公開のために

活用できる空間を、所長の指揮のもとで整備している。 

蔵書数は令和8年3月31日現在で2,289冊であることを確認している。 

 

５．日独学術文化に関する研究者の招待、派遣及び交換（定款第4条第1項第5号） 

〈日独国際ワークショップ〉 

（1）開催日と場所：令和7年7月31日（木）から8月2日（土） 

          ペンション愛宕道（京都市右京区京北） 

（2）テーマ  ：「仏教の〈悲心〉と現代世界」 

（3）主催   ：公益財団法人日独文化研究所 

（4）研究助成 ：公益財団法人仏教伝道協会、西田哲学会上田閑照基金 

（5）参加者  ：14名 

（6）報告テーマ：前掲「２．日独学術文化に関する図書雑誌の編集及び出版刊行」の〈ワーク

ショッププロシーディング集『仏教の〈悲心〉と現代世界』〉の[目次]の内容

と同じ。 

 

〈ドイツからの招聘〉 

（1）開催日と場所：令和7年4月30日（水）18時30分から20時 

公益財団法人日独文化研究所セミナー室よりオンライン配信 

（2）参加者：21名 

（3）講師：ウヴェ・フォークト（ドイツ・アウクスブルグ大学教授） 

（4）講演：「サステナビリティとレジリエンスの挑戦としての論理的ナルシズム」 

（5）主催：公益財団法人日独文化研究所 

 

〈ドイツからの招聘〉 

（1）開催日と場所：令和7年5月8日（木）16時から18時45分 

京都大学文学部校舎 地下大会議室 

（2）参加者：20名 

（3）講師、講演： 

 岡崎龍（獨協大学、京都大学、立命館大学非常勤講師） 

  「歴史の記号。文脈におけるカントの『学問間の論争』における歴史哲学について」 

  Geschichtszeichen. Zur Geschichtsphilosophie in Kants Streit der Fakultäten im Kontext 

 ウルリッヒ・シュレッサー（ドイツ・テュービンゲン大学教授） 

「個人的存在、同一の自己、普遍的な意識。カント対ヤコービ」 

Persönlicher Mensch, identisches Selbst, allgemeines Bewusstsein. Kant vs. Jacobi 

（4）主催：公益財団法人日独文化研究所、京都大学文学研究科西洋哲学史専修（近世） 

 



〈オーストリアからの招聘〉 

（1）開催日と場所：令和8年2月11日（水・祝）14時から17時 

関西学院大学梅田キャンパス 西北1003教室 

（2）参加者：17名 

（3）講師：セバスチャン・シュミット（オーストリア・ザルツブルク大学教授） 

（4）講演：「現行オーストリア法秩序における純粋法学の遺産 根源－展開のライン―挑戦」 

（5）主催：追手門学院大学法学部 

（6）共催：公益財団法人日独文化研究所 

 

 

 

●公益事業別の事業実績の内容内訳（単位：円） 

令和7年度（令和7年4月1日～令和8年3月31日） 

その他項目には、職員給料・法定福利費・消耗品費・支払手数料等が含まれます。 

  

定款第4条 活動内容 謝金 会議費 旅費交通費 通信運搬費 印刷製本費 その他 計

研究及びその助成 公開シンポジウム 306,269 4,747 600 36,450 95,700 5,368 449,134

図書雑誌の編集及び 年報 347,020 1,152,790 1,210 1,501,020

出版刊行 成果本 0

所報・地下倉庫 6,490 60,500 732 67,722

講習会・講演会等 哲学講座 501,167 91,760 194,920 3,630 791,477

オンライン講義 0

研究者の招待・派遣等 学術交流　 171,742 122,978 1,933,300 860 330,000 106,769 2,665,649

1,326,198 127,725 1,933,900 135,560 1,833,910 117,709 5,475,002

136,873 3,536,769 3,673,642

1,326,198 127,725 1,933,900 272,433 1,833,910 3,654,478 9,148,644合計

計

職員人件費他



Ⅱ 登記、届出、報告事項等 

1. 令和7年6月27日 内閣府に事業報告等に係る提出書を提出。 

2. 令和8年3月13日 内閣府に公益目的事業の変更届出書を提出。 

3. 令和8年3月25日 内閣府に事業計画等に係る提出書を提出。 

  



Ⅲ 職務の概要 

１．役員の異動 

  特になし。 

 

２．理事・監事に関する事項 令和7年度（令和8年3月31日現在） 

  理事定数 6名以上8名以内  現在 常勤  1名 非常勤 7名 任期2年 

  監事定数 2名以内       現在 非常勤 2名        任期2年 

役職名 氏 名 常勤・

非常勤

の別 

就任年月日 再任年月日 任 期 現職名 

理 事 
(理事長 

（代表理事）) 

秋富 克哉 非常勤 
 

理事就任：

H26. 4. 1 

代表理事就任: 

H28. 7. 4 

R6. 6. 25 

代表理事再任： 

R6. 6. 25 

令和7年度に

関する定時評

議員会の終結

の時まで 

京都工芸繊維大学 

基盤科学系教授 

理 事 
(所長 

（代表理事）) 

大橋 良介 
 

常勤 
 

理事就任：

H26. 4. 1 

代表理事就任： 

H27. 10. 16 

R6. 6. 25 

代表理事再任： 

R6. 6. 25 

令和7年度に

関する定時評

議員会の終結

の時まで 

京都工芸繊維大学 

名誉教授 

本研究所所長 

（代表理事） 
理 事 

（常務理事） 
高田 篤 

 
非常勤 

 
H26. 4. 1 

 
R6. 6. 25 令和7年度に

関する定時評

議員会の終結

の時まで 

追手門学院大学 

法学部教授 

理 事 安部 浩 非常勤 

 

R4. 6. 27 R6. 6. 25 令和7年度に

関する定時評

議員会の終結

の時まで 

京都大学大学院 

人間・環境学研究科教授 

理 事 髙山佳奈子 非常勤 R3. 2. 16 R6. 6. 25 令和7年度に

関する定時評

議員会の終結

の時まで 

京都大学大学院 

法学研究科教授 

理 事 林 英哉 非常勤 R6. 6. 25 
 

— 令和7年度に

関する定時評

議員会の終結

の時まで 

関西大学 

文学部准教授 

理 事 和田 信 非常勤 H28. 6. 22 R6. 6. 25 令和7年度に

関する定時評

議員会の終結

の時まで 

大阪国際がんセンター

心療・緩和科部長 

監 事 
（外部監事） 

齊藤 真紀 非常勤 R3. 2. 16 R6. 6. 25 令和7年度に

関する定時評

議員会の終結

の時まで 

京都大学大学院 

法学研究科教授 

監 事 水野 友晴 非常勤 R5. 8. 22 R6. 6. 25 令和7年度に

関する定時評

議員会の終結

の時まで 

関西大学 

文学部教授 

 （注）・役員は無給（定款第28条） 
    ・理事の選任にあたっては、多様な分野を包含するよう、その専門性を考慮している。 

・当法人は小規模法人のため外部理事の設置は適用除外であるが、1名以上を選任してい
る。外部監事は1名を選任しており、その旨を上表に記載している。 



３．評議員に関する事項 令和7年度（令和8年3月31日現在） 

  評議員定数 6名以上8名以内  現在  非常勤  7名 任期4年 

役職名 氏 名 常勤・

非常勤

の別 

就任年月日 再任年月日 任 期 現職名 

評 議  員 木村 元 非常勤 R7. 2. 21 — 令和7年度に

関する定時評

議員会の終結

の時まで 

株式会社アルテスパブリ

ッシング代表取締役 

評 議  員 清水 扇丈 非常勤 

 

R4. 6. 27 — 令和7年度に

関する定時評

議員会の終結

の時まで 

京都大学大学院 

理学研究科教授 

評 議  員 初宿 正典 非常勤 H26. 4. 1 

 

R4. 6. 27 令和7年度に

関する定時評

議員会の終結

の時まで 

京都大学名誉教授 

 

評 議  員 谷  徹 非常勤 R4. 6. 27 — 令和7年度に

関する定時評

議員会の終結

の時まで 

立命館大学名誉教授 

評 議 員 松丸 壽雄 非常勤 H26. 4. 1 

 

R4. 6. 27 令和7年度に

関する定時評

議員会の終結

の時まで 

獨協大学名誉教授 

ドイツ「惠光」日本文化セ

ンター所長 

評 議 員 村井 俊哉 非常勤 R4. 2. 15 

 
R4. 6. 27 令和7年度に

関する定時評

議員会の終結

の時まで 

京都大学大学院 

医学研究科教授 

評 議 員 森 哲郎 非常勤 H26. 4. 1 

 
R4. 6. 27 令和7年度に

関する定時評

議員会の終結

の時まで 

京都産業大学名誉教授 

 （注）評議員は無給（定款第13条） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．顧問・名誉顧問に関する事項 令和6年度（令和7年3月31日現在） 

  名誉顧問  現在  非常勤  4名 

  顧問    現在 非常勤 2名 

役職名 氏 名 常勤・

非常勤

の別 

就任年月日 再任年月日 任 期 現職名 

名誉顧問 千 宗室 非常勤 R7. 11. 25 ―  裏千家家元 

名誉顧問 ヘルムート・ 

シュヴァルツ 
非常勤 H29. 4. 14 ―  アレクサンダー・フォ

ン・フンボルト財団元総

長 
名誉顧問 森 雅彦 非常勤 R5. 3. 7 ―  DMG森精機株式会社 

取締役社長 

名誉顧問 山極 壽一 非常勤 H28. 10. 10 ―  大学共同利用機関法人

人間文化研究機構  総

合 地 球 環 境 学 研 究 所 

所長 
顧 問 エンツィオ・ 

ヴェッツェル 

非常勤 R2. 2. 14 R6. 6. 25 令和7年度に

関する定時評

議員会の終結

の時まで 

ゲーテ・インスティトゥ

ート・ヴィラ鴨川 館長 

顧 問 津野 紀代志 非常勤 R5. 10. 9 R6. 6. 25 令和7年度に

関する定時評

議員会の終結

の時まで 

公認会計士 

 （注）名誉顧問については、任期の定めなし。 

 

５．研究員に関する事項 令和7年度（令和8年3月31日現在） 

  研究員  現在  非常勤  4名 任期1年 

役職名 氏  名 常勤・非常勤の別 採用年月日 任 期 備   考 

研究員 坂本 学史 非常勤 R7. 4. 1 R8. 3. 31まで  

研究員 関口 浩 非常勤 R7. 4. 1 R8. 3. 31まで  

研究員 加藤 希理子 非常勤 R7. 4. 1 R8. 3. 31まで  

研究員 川野 正嗣 非常勤 R7. 6. 11 R8. 3. 31まで  

 （注）研究員は無給（研究員規程第10条） 

 

６．職員に関する事項 令和7年度（令和8年3月31日現在） 

職  名 氏  名 就職年月日 担当事務 備   考 

事務局長 大森 英樹 R7. 4. 1 事務総括  

事務局員 樽田 勇樹 R7. 4. 1 事務補助  

事務局員 川野 正嗣 R7. 4. 15 事務補助  

 



７．認可、許可、承認等に関する事項 

特になし 

 

８．契約に関する事項 

特になし 

 

９．賛助会員年会費、寄附金に関する事項 

  総件数 48件 総金額 288,000円 

  （内訳） 賛助会員年会費（法人）  6件 150,000円 

              （個人） 42件 138,000円 

       寄付金    （法人）  0件       0円 

              （個人）  0件        0円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅳ 役員会に関する事項 

区 分 開 催 年 月 日 議  事  事  項 会議の 

結  果 

理事会 

（第50回） 

 

令和7年6月10日 １．令和6年度の計算書類及び事業報告並びにこれらの附

属明細書を承認する件 

２．いざなみ監査法人との外部任意監査の契約を更新す

る件 

３．令和7年度の研究員追加採用の件 

４．谷徹評議員の研究機関として公益財団法人日独文化

研究所を登録する作業を府省共通研究開発管理シス

テム（e-Rad）上で行うことを承認決定する件 

５．定時評議員会を招集する件 

＜評議員会の招集に関する事項＞ 

・評議員会を書面によるみなし決議の方法で開催す

ること。 

・評議員会における決議事項を以下の通りとするこ

と。 

①令和6年度の計算書類及び事業報告並びにこれら

の附属明細書を承認する件 

６．年報「文明と哲学」を印刷していた出版社の閉業 

に伴う件 

報告事項 

・理事長および所長の職務の執行状況についての報告 

・ドイツ/日本の企業との関係構築についての報告 

・電子公告に係るＵＲＬ変更の状況についての報告 

可決 

 

可決 

 

可決 

可決 

 

 

可決 

 

 

 

 

 

 

 

可決 

 

評議員会 

（第25回） 

令和7年6月25日 １．令和6年度の計算書類及び事業報告並びにこれらの附

属明細書を承認する件 

可決 

 

理事会 

（第51回） 

 

令和7年11月13日 １．千宗室氏を名誉顧問に選任する件 

２．臨時評議員会を招集する件 

＜評議員会の招集に関する事項＞ 

以下の審議事項について審議するための評議員会

を、書面によるみなし決議の方法で招集すること。 

・評議員会における審議事項 

① 千宗室氏を名誉顧問に選任する件 

報告事項 

・千玄室氏の名誉顧問退任の件 

・令和6年度計算書類の一部修正に関する件 

 

可決 

可決 

 



評議員会 

（第26回） 

令和7年11月25日 １．千宗室氏を名誉顧問に選任する件 

報告事項 

・千玄室氏の名誉顧問退任の件 

・令和6年度計算書類の一部修正に関する件 

可決 

理事会 

（第52回） 

 

令和8年1月27日 １．令和8年度事業計画案及び予算案等を承認する件 

２．令和8年度に基本財産を最大1,000万円取り崩して公

益目的事業及び法人管理のための資金に充当するこ

とを承認する件。ただし、評議員会の承認を得るこ

とを条件とする。 

３．令和8年度の研究員採用の件 

４．事務局長との契約を更新する件 

５．評議員会を招集する件 

＜評議員会の招集に関する事項＞ 

・評議員会を書面によるみなし決議の方法で開催す

ること。 

・評議員会における決議事項を以下の通りとするこ

と。 

① 令和8年度に基本財産を最大1,000万円取り崩し

て公益目的事業及び法人管理のための資金に充

当することを承認する件 

６．令和8年度公開シンポジウムのテーマの件 

報告事項 

・理事長および所長の職務の執行状況についての報告 

・公益事業内容の追記と変更届出の提出の件 

・令和8年度 年報及び哲学講座のテーマの件 

・企業コンタクト現状報告 

可決 

可決 

（特別決議） 

 

 

可決 

可決 

可決 

 

 

 

 

 

 

 

 

可決 

評議員会 

（第27回） 

 

令和8年2月6日 １．令和8年度に基本財産を最大1,000万円取り崩して公

益目的事業及び法人管理のための資金に充当するこ

とを承認する件 

可決 

（特別決議） 

 

理事会 

（第53回） 

令和8年3月10日 １．公益目的事業の内容に関する変更届出提出の件 

２．音楽関係の事業企画提案の件 

可決 

可決 

 （注）理事会・評議員会のほかに、理事・監事・評議員が出席可能な「役員相談会」を原則月1回

開催し、情報共有や報告、相談等を行なっている。 

 

Ⅴ 事業報告の付属明細書について 

「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第34条第3項に規定する事業報告の内

容を補足する重要な事項は特にないため、附属明細書は作成を省略する。 

 


